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私
ど
も
ホ
ク
レ
ン
く
み
あ
い
飼
料
株

式
会
社
は
、
１
９
７
４
年
に
設
立
さ
れ

２
０
１
７
年
に
は
ホ
ク
レ
ン
と
全
農
と

の
事
業
連
携
の
強
化
に
よ
っ
て
全
農
の

子
会
社
と
な
る
と
同
時
に
、
ホ
ク
レ
ン

の
関
連
会
社
と
し
て
、
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

本
社（
札
幌
）を
は
じ
め
と
し
て
、
釧

　

当
社
で
は
、「
第
３
回
枝
肉
勉
強
会
」

を
帯
広
で
１
月
１１
日
に
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　

本
勉
強
会
は
、
系
統
利
用
生
産
者
の

生
産
意
欲
向
上
や
優
良
枝
肉
の
生
産
方

式
調
査
、
当
社
製
品
に
対
す
る
利
用
者

の
評
価
意
見
収
集
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
２
０
１
７
年
度
よ
り
毎
年
１
月
に

開
催
し
て
お
り
、
19
年
度
は
道
内
各
地

よ
り
１６
戸
の
生
産
者
の
皆
さ
ま
に
２２
頭

の
黒
毛
和
牛
を
出
品
い
た
だ
き
ま
し
た
。

勉
強
会
前
日
に
は
、
枝
肉
を
出
品
し
て

い
た
だ
い
た
生
産
者
11
名
、
購
買
者
９

名
を
含
む
計
69
名
に
お
集
ま
り
い
た
だ

き
、
当
社
社
員
に
よ
る
他
産
地
和
牛
に

関
す
る
研
修
会
及
び
生
産
者
と
購
買
者

の
和
牛
生
産
に
関
す
る
情
報
共
有
の
場

と
し
て
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

和
牛
の
国
内
産
地
競
争
、
国
際
間
競

争
が
激
化
し
て
い
る
昨
今
、
購
買
者
と

生
産
者
の
交
流
の
場
を
設
け
る
事
で
、

多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
等
の
情
報
を
直
接

交
換
い
た
だ
き
、「
北
海
道
産
和
牛
」の

品
質
向
上
に
つ
な
げ
、
ひ
い
て
は
北
海

路
西
港
、
苫
小
牧
、
十
勝
に
３
つ
の
工

場
を
持
ち
、
19
年
度
の
年
間
製
造
数
量

85
万
ｔ
、
道
内
シ
ェ
ア
22
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
当
社
の
生
産
部
門
を
担
う
３

工
場
に
つ
い
て
簡
単
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
釧
路
湿
原
に
ほ
ど
近
い
釧
路
市
西
港

に
拠
点
を
置
く「
釧
路
西
港
工
場
」（
19

年
度
製
造
数
量
36
万
ｔ
）で
は
、
搾
乳

ロ
ボ
ッ
ト
用
飼
料
を
年
間
１
・
２
万
ｔ

製
造（
オ
ー
ル
ペ
レ
ッ
ト
製
品
）す
る
ほ

か
、
道
内
で
原
料
と
し
て
唯
一
タ
ン
パ
ク

の
バ
イ
パ
ス
率
を
向
上
さ
せ
る
加
工
を

行
っ
た
大
豆
タ
ン
パ
ク
を
年
間
１
・
５
万

ｔ
製
造
し
て
い
ま
す
。

②
道
内
有
数
の
工
業
地
帯
に
拠
点
を
置

く「
苫
小
牧
工
場
」は
、
牛
用
飼
料
を
製

造
す
る
Ａ
工
場
と
、
鶏
・
豚
用
飼
料
を

製
造
す
る
Ｂ
工
場
を
有
す
る
総
合
工
場

（
19
年
度
製
造
数
量
27
万
ｔ
）で
す
。
21

年
12
月
に
は
当
社
と
雪
印
種
苗
株
式
会

社
と
の
合
弁
に
よ
る
ホ
ク
レ
ン
く
み
あ

い
雪
印
飼
料
株
式
会
社
の
新
工
場
稼
働

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

③
農
業
大
国
・
十
勝
に
位
置
す
る「
十
勝

工
場
」（
19
年
度
製
造
数
量
22
万
ｔ
）

は
、
牛
専
用
飼
料
の
純
バ
ラ
工
場
と
し

て
稼
働
し
て
お
り
、
自
動
立
体
倉
庫
を

道
畜
産
の
更
な
る
発
展
に
結
び
つ
け
て

い
き
た
い
、
と
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

生
産
者
が
購
買
者
に
対
し
て「
直
接
Ｐ

Ｒ
」で
き
る
場
を
提
供
す
る
事
で
、「
北
海

道
産
和
牛
」の
更
な
る
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進

の
一
助
と
な
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
に
向
け
て
は
、
関
係
者
を
対
象

に
過
去
３
年
間
の
勉
強
会
・
交
流
会
を
振

り
返
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
こ
の
結

果
を
も
と
に
、
開
催
時
期
の
変
更
を
は

じ
め
、
勉
強
会
の
入
賞
牛
、
出
品
牛
を

実
際
に
食
す
る
場
の
提
供
な
ど
、
新
た

な
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

利
用
し
た
小
ロ
ッ
ト
製
品
へ
の
対
応
も

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
同
工
場
で
は
、

循
環
型
農
業
へ
の
協
力
の
一
端
と
し
て
バ

イ
オ
ガ
ス
電
力
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

電
力
の
供
給
源
は
、
Ｊ
Ａ
士
幌
町
が
取

り
組
む
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
に
よ
る
も
の

で
す
。

　

ど
の
工
場
も
地
域
の
畜
産
や
酪
農
の

特
性
に
合
わ
せ
た
飼
料
づ
く
り
を
通
し

て
、
酪
農
・
畜
産
経
営
に
欠
か
せ
な
い
飼

料
供
給
の
要
と
し
て
北
海
道
に
根
差
し

て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
生
産
者
の
皆
さ
ま
の
出

荷
成
績
及
び
生
産
意
欲
の
向
上
を
目
的

と
し
た
仕
組
み
づ
く
り
を
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
、
当
社
で
は
会
社
Ｐ
Ｒ
も
兼
ね

た
リ
ク
ル
ー
ト
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
制
作
し
ま

し
た
。

　

製
造
現
場
撮
影
時
に
、
硬
度
耐
久
性
、

粉
化
率
低
減
に
こ
だ
わ
っ
た
製
造
を
し

て
い
る
当
社
社
員
に
、
畜
産
生
産
現
場

を
裏
方
で
支
え
て
い
る
職
人
と
し
て
制

作
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
着
目
し
、
北
海
道

の
農
業
教
育
テ
レ
ビ
番
組「
あ
ぐ
り
王

国
北
海
道
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
」（
Ｈ
Ｂ
Ｃ
北
海
道

放
送
）に
て
、
紹
介
さ
れ
る
予
定
で
す

（
放
送
日
程
は
未
定
）。

高
品
質
で
安
全
・
安
心
な

飼
料
を
安
定
的
に
ご
提
供

「
北
海
道
産
和
牛
」の

更
な
る
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進

Ｔ
Ｖ
番
組
で
当
社
工
場・

社
員
が
紹
介
さ
れ
ま
す

集全 結力
ＪＡ全農グループでは、安全で安心できる飼料を全国の畜産生
産者様に安定的に供給し続ける事を使命としています。この事
業を北海道で展開している、「ホクレンくみあい飼料株式会社」。
今回は、同社の概要と取り組みについてご紹介します。

十勝工場
（年間22万ｔ）

釧路西港工場
（年間36万ｔ）

本社（札幌）

道内拠点と
2019年度製造数量

苫小牧工場
（年間27万ｔ）

バイパスタンパク飼料（釧路西港工場）

褒賞式で受賞者のご努力を称えた

交流会では、垣根を越えて親交が深められた

（番組イメージ）

枝肉勉強会の講義
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